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１．脱炭素社会実現のための洋上風力発電の位置づけ

出典：洋上風力発電の環境影響評価制度の最適な在り方に関する検討会（第1回）、資料2‐1、令和5年5月11日開催

２．現在の促進区域・有望な区域・準備区域の状況
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第1ラウンド後、
事業者選定条
件変更

・毎年100万kWの
案件形成
・檜山沖が有望区域

出典：資源エネルギー庁HP、再エネ海域利用法とは



３．再エネ海域利用法に基づく区域指定・事業者公募の流れ
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・檜山沖が
有望な区域

出典：洋上風力発電の環境影響評価制度の最適な在り方に関する検討会（第1回）、資料2‐1、令和5年5月11日開催
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４．セントラル方式（政府が中心となって進める方式）の概要

出典：洋上風力発電の環境影響評価制度の最適な在り方に関する検討会（第1回）、資料2‐1、令和5年5月11日開催



7

５．セントラル方式：風況や海底地盤調査

出典：経産省HP（https://www.meti.go.jp/press/2022/01/20230113005/20230113005‐1.pdf）

５．セントラル方式：海域の環境調査

8出典：国土交通省HP（https://www.mlit.go.jp/kowan/content/001510106.pdf）

注：檜山沖について、今後のスケジュールで、どのようになるかは未定
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６．洋上風力発電の環境影響評価の制度の検討
①現状と課題

出典：洋上風力発電の環境影響評価制度の最適な在り方に関する検討会（第1回）、資料2‐1、令和5年5月11日開催
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６．洋上風力発電の環境影響評価の制度の検討
②検討の方向性

出典：洋上風力発電の環境影響評価制度の最適な在り方に関する検討会（第1回）、資料2‐1、令和5年5月11日開催

・国（環境省）が有望な区域の選定の段階から現地調査を行い、促進区域の指定・事業
者の選定という段階で、国から事業者への引継ぎを行う、という観点で、環境影響評
価の制度の検討を進めている。
・檜山沖について、今後のスケジュールで、どのようになるかは未定


